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 実験1の結果、グループ1～4の治癒率はそれぞれ86.2、 47.2、 12.5 、14.5％であり、受傷3時間を境に
創治癒遅延を認めた。受傷5時間のものと24時間のものの治癒率に有意差は認めなかった。実験２の結果、治
癒率は補水を施した群が77.8% 、補水を施さなかった群では41.3%であり、創面に補水を施した群の治癒率が
有意に高値を示した(P<0.05)。 
 今回の実験の結果、被覆材による治療が遅れた場合、良好な治癒環境を維持できるとは限らないということ
が示された。次に、そのような場合でも、創面へ補水を施すことにより良好な治癒への環境を整えることがで
きるということが示された。熱傷治療初期には単に閉鎖湿潤環境を維持するだけでなく、積極的に創面へ水を
補う治療が必要であり、今後の新規治療薬の開発にあたり、この点を考慮することで新たな展開が可能である
と考えられた。 
 以上により、本研究は今後の熱傷治療における治療方針や新しい治療薬の開発に寄与するものであり、本研
究者は博士（医学）の学位を授与されるに価するものと判定した。 
